
（平成２３年度全国学力・学習状況調査 Ｂ３ 関連問題）

チャレンジ問題２（三角形を折る問題） 組 番 氏名

三角形アイウの紙を次のように折って，長方

形を作りました。次の問いに答えましょう。

（１） が直角になる理由を説明しましょう。

（２）辺エキは辺アカの半分の長さになります。理由を説明しましょう。

（３） と辺オク，辺アカについても同様に考えると，四角形エキクオが長方形になっ

ていることがわかります。この四角形が正方形になるためには，はじめにどのような

三角形であればよいでしょう。
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②イとカが重なるように折り返し，
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チャレンジ問題２（三角形を折る問題） 解答・解説

三角形アイウの紙を次のように折って，長方

形を作りました。次の問いに答えましょう。

（１） が直角になる理由を説明しましょう。

（解答）頂点イが点カにつくように折ったので，角 は直線（１８０度）を２等分して

いることになる。だから，角 は直角（９０度）になる。

（２）辺エキは辺アカの半分の長さになります。理由を説明しましょう。

（解答）点エは，辺アイの真ん中の点なので，辺イエと辺エアは

等しくなる。

頂点イが点カにつくように折ったので，辺イキと辺キカ

は等しくなる。

三角形アイカは，三角形エイキを２倍に拡大したものな

ので，辺エキは辺アカの半分の長さになる。

（３） と辺オク，辺アカについても同様に考えると，四角形エキクオが長方形になっ

ていることがわかります。この四角形が正方形になるためには，はじめにどのような

三角形であればよいでしょう。

（解答）底辺イウと高さアカの長さが等しい三角形であればよい。

（解説）正方形になるには，辺エキと辺キクが等しくなればよい。

辺エキは辺アカの半分となります。

また，辺キクは辺イウの半分となります。

つまり，辺アカと辺イウが等しければ，正方形となります。
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（平成２３年度全国学力・学習状況調査 Ｂ１ 関連問題）

（平成２９年度全国学力・学習状況調査 Ｂ２ 関連問題）

チャレンジ問題３（宅配便の料金の問題） 組 番 氏名

ゆみさんとたかしさんは，転校した友達に，思い出のアルバムなどの荷物を送ることに

しました。近くには，Ａ，Ｂ２つの宅配便があります。できるだけ安く送るには，どちら

の宅配便を使ったらよいのか考えましょう。

宅配便の送料

Ａ宅配便

荷物のサイズ ３辺の合計（※１） 重さ 送料（※２）

５０サイズ ５０ ㎝まで ２ ㎏まで ５００円

８０サイズ ８０ ㎝まで ５ ㎏まで ８００円

１００サイズ １００ ㎝まで １０ ㎏まで ９５０円

１２０サイズ １２０ ㎝まで １５ ㎏まで １２００円

Ｂ宅配便

荷物のサイズ ３辺の合計（※１） 重さ 送料（※２）

６０サイズ ６０ ㎝まで ２ ㎏まで ６００円

９０サイズ ９０ ㎝まで ６ ㎏まで ９００円

１１０サイズ １１０ ㎝まで １２ ㎏まで １０００円

１４０サイズ １４０ ㎝まで ２０ ㎏まで １３００円

＜注意＞ ※１ 「３辺の合計」とは，直方体の箱のたて，横，高さをたした長さです。

※２ 送料は，「３辺の合計」の荷物サイズと「重さ」の荷物サイズのどちら

か大きいほうのサイズの送料になります。

（１）ゆみさんは，次のような直方体の箱を用意しました。

重さがわからないとき，大きさだけ考えると，

どちらの宅配便を使った方が安くなりますか。

理由も書きましょう。

60㎝
30㎝

20㎝



（２）たかしさんは，次のような直方体の箱を用意しました。荷物の「３辺の合計」と「重

さ」を調べると，次のようになりました。

この荷物を送るとき，送料はいくらになりますか。また，その送料をどのようにし

て求めたのか説明しましょう。

送 料 説 明

Ａ宅配便

円

Ｂ宅配便

円

（３）３辺の合計が８０㎝ のとき，Ｂ宅配便の方が安いのは，何㎏から何㎏のときか，

すべて求めましょう。

【３辺の合計】 ９０ ㎝

【重さ】 １１ ㎏



6kg 20kg12kg900円 1000円 1300円

チャレンジ問題３（宅配便の料金の問題） 解答・解説

ゆみさんとたかしさんは，となりの県に転校した友達に，思い出のアルバムなどを送る

ことにしました。近くには，Ａ，Ｂ２つの宅配便があります。できるだけ安く送るには，

どちらの宅配便を使ったらよいのか考えましょう。

（１）ゆみさんは，次のような直方体の箱を用意しました。

重さがわからないとき，大きさだけ考えると，

どちらの宅配便を使った方が安くなりますか。

理由も書きましょう。

（解答）Ｂ宅配便のほうが安い。

（理由）３辺の合計は，６０＋３０＋２０＝１１０㎝なので，送料の表から

Ａ宅配便では，１２０サイズになり１２００円となる。

Ｂ宅配便では，１１０サイズになり１０００円となるから，こちらのほうが

送料が安い。

（２）たかしさんは，次のような直方体の箱を用意しました。荷物の「３辺の合計」と「重

さ」を調べると，次のようになりました。

この荷物を送るとき，送料はいくらになりますか。また，その送料をどのようにし

て求めたのか説明しましょう。

（解答）

送 料 説 明

Ａ宅配便 １，２００円 ９０㎝だと，１００サイズになるが，１１㎏は

１２０サイズなので，１２０サイズになる。

Ｂ宅配便 １，０００円 ９０㎝だと，９０サイズになるが，１１㎏は

１１０サイズなので，１１０サイズになる。

（３）３辺の合計が８０㎝ のとき，Ｂ宅配便の方が安いのは，何㎏から何㎏のときか，

すべて求めましょう。

（解答） ５㎏ から６㎏ まで と １０㎏ から１２㎏ まで

（解説）数直線で表してみると，送料は次のようになります。

Ａ宅配便

Ｂ宅配便

５㎏から ６㎏までは，Ａ宅配便９５０円 Ｂ宅配便９００円

１０㎏から１２㎏までは，Ａ宅配便１２００円 Ｂ宅配便１０００円 となります。

60㎝
30㎝

20㎝

5kg 10kg 15kg800円 950円 1200円



（平成２６年度全国学力・学習状況調査 Ｂ４ 関連問題）

チャレンジ問題４（倍数や公倍数の問題） 組 番 氏名

Ａ，Ｂ，Ｃの３つの積み木について，次の問題に答えましょう。

（１）Ｂの積み木を，右の図のように交互に５個積み上げたときの

高さを求める式は，次のア～エのどれでしょうか。

ア ５×２＋１０×２ イ ５×２＋１０×３

ウ ５×３＋１０×２ エ ５×３＋１０×３

答え

（２）Ｂの積み木をさらに交互に４個積み上げて，全部で９個

積み上げました。

これと同じ高さにするには，Ａの積み木を何個積み上げ

ればよいでしょうか。

答え

（３）Ｃの積み木を，右の図のように２通りの方法で積み上げ

ました。積み上げた積み木が初めて同じ高さになるのは，

何㎝のときでしょうか。その理由も答えましょう。

答え ㎝のとき

理由

5㎝

12㎝

15㎝

Ｃ

10㎝

5㎝

10㎝

Ｂの積み木Ａの積み木

12㎝
15㎝

5㎝

15㎝

12㎝
5㎝

5㎝

5㎝
5㎝

Ａ

5㎝
5㎝

10㎝

Ｂ



チャレンジ問題４（倍数や公倍数の問題）解答・解説

（１）【解答】 ウ

【解説】横にした積み木は３個あるので，５×３です。

縦にした積み木は２個あるので，１０×２です。

よって，高さを求める式は，５×３＋１０×２となります。

（２）【解答】 １３個

【解説】

Ｂの積み木を交互に９個積み上げたときの高さを求めます。

（式）５×５＋１０×４＝２５＋４０＝６５

積み上げた高さは６５㎝になります。

また，Ａの積み木を積み上げていったとき，その高さは５の倍数となります。

高さが６５㎝になるために積み上げる個数を求めると，

（式）６５÷５＝１３

よって，１３個積み上げれば同じ高さになります。

（別解）

（３）【解答】 ６０㎝

（理由）高さ１２㎝を積むと，２４，３６，４８･･･となり，高さ１５㎝を積むと，

３０，４５･･･となります。

初めて同じ高さになるのは，１２と１５の最小公倍数の６０だから。

【解説】次の表から，最初に同じ高さになる数を求めることもできます。

積み木の数 １ ２ ３ ４ ５ ６

高さ１２㎝の積み木 １２ ２４ ３６ ４８ ６０ ７２

高さ１５㎝の積み木 １５ ３０ ４５ ６０ ７５ ９０

（単位 ㎝）



（平成２６年度全国学力・学習状況調査 Ｂ４ 関連問題）

チャレンジ問題５（公倍数の問題） 組 番 氏名

けい子さんの住んでいる町では，毎年夏に花火大会が２日間行われます。花火を打ちあ

げる場所はＡ，Ｂ，Ｃの３か所で，Ａ地点では２分ごと，Ｂ地点では３分ごと，Ｃ地点で

は５分ごとに花火が打ち上げられます。この３か所は，けい子さんの家から同じ距離にあ

り，花火の音が伝わってくる速さは同じです。

けい子さんの家で聞こえる花火の音について，次の問いに答えましょう。

（１）今年は，第１日目は午後７時から午後７時３５分までの間に，Ｂ地点とＣ地点の

２ヵ所で，花火が打ち上げられました。第１発目がＢ地点では７時３分，Ｃ地点では

７時５分に打ち上げられ，予定どおり終了しました。

① Ｂ地点，Ｃ地点では，それぞれ何発の花火が打ち上げられましたか。

② けい子さんは，聞こえる花火の音はＢ地点とＣ地点で打ち上げられた花火の合計だ

と思っていましたが，実際に聞こえた回数は，Ｂ地点とＣ地点の合計より２回分だけ

少ない数でした。その理由を「公倍数」という言葉と「音が重なり１回に聞こえる」

という言葉を使って説明しましょう。

（２）第２日目は，午後７時から午後７時４５分までの間に花火が打ち上げられました。

Ａ地点では７時２分に，Ｂ地点では７時３分に，Ｃ地点では７時５分に第１発目が

打ち上げられ，予定どおりに終了しました。

① Ａ地点，Ｂ地点，Ｃ地点では，それぞれ何発の花火が打ち上げられましたか。

② けい子さんには，花火の音は全部で何回聞こえましたか。花火の音が聞こえた回数

を答えましょう。



チャレンジ問題５（公倍数の問題）解答・解説

（１）①【解答】Ｂ地点では１１発 Ｃ地点では７発

【解説】 花火を打ち上げる時間

Ｂ 11発 3 6 9 12 15 18 21 24 27 30 33
Ｃ 7発 5 10 15 20 25 30 35
Ｂ地点の花火の回数は，３の倍数を求めてもよい。

また，Ｃ地点の花火の回数は，５の倍数を求めてもよい。

②【解答】３と５の公倍数にあたる１５分と３０分に打ち上げられた花火は，それ

ぞれ音が重なり１回に聞こえるため。

（２）①【解答】 Ａ地点では２２発 Ｂ地点では１５発 Ｃ地点では９発

②【解答】 ３３回

【解説】

花火を打ち上げる時間

Ａ 22発 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44
Ｂ 15発 3 6 9 12 15 18 21 24 27 30 33 36 39 42 45
Ｃ 9発 5 10 15 20 25 30 35 40 45

４５分間で打ち上げられた花火は，合計４６発（Ａ 22発 Ｂ 15発 Ｃ 9発）
このうち， ＡとＢとＣの音が重なるのは，１回（ 30 ）

ＡとＢの音だけが重なるのは，６回（6 12 18 24 36 42）
ＡとＣの音だけが重なるのは，３回（10 20 40）
ＢとＣの音だけが重なるのは，２回（15 45）

聞こえる音は，花火３つが重なると２回少なくなり，花火２つが重なると

１回少なくなるので，

・３つが重なる １×２＝２

・２つが重なる （６＋３＋２）×１＝１１

合計１３回少なく聞こえることになります。

よって，実際に花火の音が聞こえる回数は，

４６－１３＝３３ となります。



（平成１９年度全国学力・学習状況調査問題 Ａ７ 関連問題）

チャレンジ問題６（ともなって変わる量の問題） 組 番 氏名

太郎さんの住んでいる家は，町の中心街からはなれた標高６１０ｍの山間部にあります。

また，近くに標高２６１０ｍの千葉山があります。気温は一般に１００ｍ高くなるごとに

０.６℃ずつ下がり，１００ｍ低くなるごとに０.６℃ずつ上がることがわかっています。
次の問いに答えましょう。

（１）標高が６００ｍ高くなると，気温は何度下がりますか。

（２）太郎さんが，ある日の午前１０時に家の温度計を見たら１８℃でした。町の中心街

の標高が１１０ｍであるとき，中心街の気温は何度になりますか。

（３）ある日太郎さんは，お父さんと千葉山の頂上まで登山をすることにしました。出発

するときに，お母さんが「防寒着を持って行ったほうがいいわよ。」と言いました。

その時の気温は１５℃でした。なぜお母さんは，防寒着を持って行くように言ったの

か，山頂の気温を示しながら説明しましょう。



チャレンジ問題６（ともなって変わる量の問題）解答・解説

（１）【解答】 ３.６℃下がる
【解説】 １００ｍ高くなるごとに，０.６℃ずつ下がるので，

６００ｍは６倍です。 （６００ｍ÷１００ｍ＝６）

だから， ０.６℃×６＝３.６℃

（２）【解答】 ２１℃

【解説】太郎くんの家の標高は６１０ｍ，中心街の標高は１１０ｍなので，

５００ｍの差があります。

気温差は，０.６℃の５倍なので，０．６℃×５＝３℃
だから， １８℃＋３℃＝２１℃

（３）【解答例】

千葉山の山頂の気温は，太郎くんの家の気温より１２℃低い３℃と予想される。

よって，千葉山の頂上は寒いので，防寒着を持っていった方がよいと言った。

【解説】 太郎くんの家の標高と，山頂の標高差は，２０００ｍです。

標高が２０００ｍが高くなると，気温は１２℃下がります。

（０.６℃×２０＝１２℃）
よって，山頂の気温は，１５℃－１２℃＝３℃となります。



（平成２４年度全国学力・学習状況調査問題 Ｂ１ 関連問題）

（平成２５年度全国学力・学習状況調査問題 Ｂ１ 関連問題）

チャレンジ問題８（条件を考える問題） 組 番 氏名

子ども会のキャンプで，カレーライスを作ることになりました。たくやさんとみなみ

さんは，待ち合わせをして，近所のスーパーマーケットに材料を買いに行きます。

次の問いに答えましょう。

（１）買った材料は，キャンプ場に午前１１時３０分までに届ける

ことになっています。待ち合わせ場所からスーパーマーケット

まで１５分，スーパーマーケットからキャンプ場まで１０分か

かります。買い物の時間を３０分とすると，２人は待ち合わせ

場所を遅くても何時何分に出発すればよいでしょう。

答え

（２）キャンプには，２０名が参加することになっており，スーパーマーケットで買う

カレーライス１人分の材料と，材料の価格は，次のようになっています。また，材料

を買うための予算は４０００円です。

たくやさんとみなみさんは，次のように考えて材料とジュースを買うことにしまし

た。ペットボトルのジュースを，何本買うことができるでしょうか。

答え 本

カレー１人分の材料
肉 ３０ g
じゃがいも １個
玉ねぎ ０.５個
にんじん ０.５本
カレールー １０ g

スーパーマーケットでの価格
肉 １００ g あたり １００円
じゃがいも １袋１０個入り ２００円
玉ねぎ １袋 ５個入り ２００円
にんじん １袋 ３本入り １５０円
カレールー １箱２００ g 入り２００円

・ 材料が不足しないように，参加人数の１ .５倍の材料を買う。
・ 材料を買って残ったお金で，１本２００円のペットボトルの

ジュースをできるだけたくさん買う。



チャレンジ問題８（条件を考える問題）解答・解説

（１）【解答】 午前１０時３５分

【解説】

移動の時間と買い物の時間を合わせると，１５＋３０＋１０＝５５

遅くとも５５分前には，待ち合わせ場所を出発しなければなりません。

（２）【解答】 ３ 本

【解説】まず，２０人の１.５倍の材料を調べます。
肉 じゃがいも 玉ねぎ にんじん ｶﾚｰﾙｰ

１人分 ３０ g １個 ０.５個 ０.５本 １０ g
２０人分 ６００ g ２０個 １０個 １０本 ２００ g

20 人の１.５倍 ９００ g ３０個 １５個 １５本 ３００ g

・肉は，９００ｇで９００円

・じゃがいもは，１袋１０個入りなので，３０個は３袋で，６００円

・玉ねぎは，１袋５個入りなので，３袋必要となります。

１袋２００円なので，６００円

・にんじんは，１袋３本入りなので，５袋必要となります。

１袋１５０円なので，７５０円

・カレールーは，１箱２００ｇなので，２箱必要となります。

１箱２００円なので，４００円

合計は ９００＋６００＋６００＋７５０＋４００ ＝ ３２５０

よって，ジュースに使えるお金は，４０００－３２５０ ＝ ７５０

ジュースは１本２００円なので，７５０÷２００＝３あまり１５０

よって，ジュースを３本買うことができます。

待ち合わせ場所 スーパーマーケット キャンプ場

３０分
１５分 １０分



（平成２４年度全国学力・学習状況調査 Ａ４ 関連問題）

（平成２５年度全国学力・学習状況調査 Ｂ２ 関連問題）

チャレンジ問題１０（平均や関数を使う問題） 組 番 氏名

まさしさんは，なめらかなカーテンレールでつくった装置を使って，実験を行います。

実験では，斜面の長さを変えず，転がす物体の重さや転がし始める地点の高さを変えた

ときに，１秒間に平らなゆかを転がる距離がどのようになるのかを調べます。

（１）実験１では，平らなゆかからの高さを１０cmにして，重さ５ｇのパチンコ玉が５秒

間にゆかを 転がった距離を６回測定し，下の表にまとめました。

実験１の結果

実験回数（回目） １ ２ ３ ４ ５ ６

５秒間に転がった距離（㎝） ６１６ ６４４ ６２７ ６４２ ６３６ ６１５

まさしさんは上の表をもとに，次の２つの式でパチンコ玉が１秒間に平らなゆかを転が

る距離の平均を求めました。

①の６３０（cm）は何を求めていますか。答えを書きましょう。

基準

（測り始めの位置） 
10cm

（答え）

①（６１６＋６４４＋６２７＋６４２＋６３６＋６１５）÷６＝６３０（cm）

②６３０÷５＝１２６（cm）･･･ パチンコ玉が１秒間に転がる距離の平均

1 m

まさしさんの求め方



（２）実験２では，斜面の長さや高さは変えずに，転がす物体を１０ｇのビー玉に変えて，

５秒間に平らなゆかを転がる距離を６回測定し，下の表にまとめました。

すると，３回目は正しく測定できていないことがわかりました。

実験２の結果

実験回数（回目） １ ２ ３ ４ ５ ６

５秒間に転がった距離（㎝） ６３１ ６２８ ３１２ ６１９ ６３０ ６２２

まさしさんは，３回目の結果をのぞいて，５回分の結果を使ってビー玉が１秒間に平

らなゆかを転がる距離の平均を求めます。次の１から４の中の，どの式で求めることが

できますか。１つ選んで，その番号と理由を書きましょう。

１ （６３１＋６２８＋３１２＋６１９＋６３０＋６２２）÷６

２ （６３１＋６２８＋３１２＋６１９＋６３０＋６２２）÷６÷５

３ （６３１＋６２８＋６１９＋６３０＋６２２）÷５÷５

４ （６３１＋６２８＋６１９＋６３０＋６２２）÷５

（番号）

（理由）



（３）実験３では，斜面の長さは変えずに，ゆかからの高さを変えて，１０ｇのビー玉を

転がし，５秒間に平らなゆかを転がる距離を調べ，下の表にまとめました。

実験３の結果

斜面の高さ（㎝） ５ １０ １５ ２０ ２５

５秒間に転がった距離（ｍ） ４.５ ６.３ ７.７ ８.９ １０.０

この結果から，次のことがわかります。

「平らなゆかからの高さを２倍にしたとき，５秒間にビー玉が転がる距離は２倍になって

いない」ことを上の表の中の数と言葉を使って説明しましょう。

 

 

 

（説明）

10cm

15cm

1 m

1 m

1 m

平らなゆかからの高さを２倍に変えたとき，５秒間にビー玉が転がる距離は２倍に

なっていないので，ゆかからの高さと５秒間ビー玉が転がる距離は比例していません。

5cm



チャレンジ問題１０（平均や関数を使う問題）解答・解説

（１）【解答】５秒間に転がった距離の平均

（２）【解答】 ３

【理由（例）】

３回目は正しく測定できていないので，平均を求める数値に入れずに計算する。

『（６３１＋６２８＋６１９＋６３０＋６２２）÷５』で，ビー玉が５秒間に転が

った距離の平均が出る。それをさらに５でわると，１秒間に転がった距離の平均が

計算できる。

【解説】

１を選んだ人；実験結果６回分を平均しただけになっています。正しく測定で

きていない値は入れずに平均を出しましょう。その後，１秒間

あたりにするために５でわります。

２を選んだ人；実験結果６回分を平均し，1秒あたりの距離を出しています。

正しく測定できていない値は入れずに平均を出しましょう。

４を選んだ人；実験結果を平均しただけでは，５秒間の距離となっています。

１秒間あたりにするために５でわります。

（３）【解答（例）】

斜面の高さが５ cmから１０ cmに２倍に変わったとき，５秒間に転がった距
離は４.５ｍから６.３ｍになっていて，２倍になっていないから。

【別解】

斜面の高さ１０ cmから２０ cmに２倍に変わったとき，５秒間に転がった距
離は６.３ｍから８.９ｍになっていて，２倍になっていないから。



（平成２５年度全国学力・学習状況調査 Ｂ３ 関連問題） 

 

チャレンジ問題１１（面積を分ける問題）   組  番 氏名         

長方形の面積を４等分する分け方を，次のように考えました。（１）～（３）の問い

に答えましょう。 

 

① 横に線をひき，面積の等しい２つの長方形に分ける。 

   

 

 

 

 

 

② ①でできた２つの長方形を，さらにＡ，Ｂ，Ｃの３つの方法で２等分する。 

Ａ            Ｂ           Ｃ 

 

 

 

 

 

 はるみさん，げんたさん，あきこさんが，それぞれの分け方について，長方形の面積

が４等分になる理由を下のように説明しました。 

はるみさん げんたさん あきこさん 

底辺が４㎝，高さが１

㎝の合同な直角三角形４

つに分けました。だから，

４等分になります。 

たてが１㎝，横が２㎝

の合同な長方形４つに分

けました。だから，４等

分になります。 

たてが１㎝，横が２㎝

の合同な長方形２つと，

底辺が４㎝，高さが１㎝

の合同な直角三角形２つ

に分けました。半分の半

分になっているので，４

等分になります。 

 

（１）はるみさん，げんたさん，あきこさんは，上のＡ，Ｂ，Ｃ，のどの分け方を説明

していますか。当てはまる記号を書きましょう。 

 

  

（答え） はるみさん『   』，げんたさん『   』，あきこさん『   』  

1㎝

1㎝



たかしさんは，下のような分け方を考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 たかしさんの分け方を見て，なおみさんが次のように言いました。 

なおみさん：『三角形ウとエは，☆の部分を底辺とすると，どちらも底辺が２㎝，高さ

が２㎝です。だから，三角形ウとエの面積は等しくなります。』 

 

（２）三角形アと三角形イの面積が等しくなることを，言葉と数を使って書きましょう。 

 

たかしさんの分け方は，下のＡからＣのすべてが当てはまっていました。だから，４

つの三角形はもとの長方形の面積の４等分になります。 

 Ａ ①でできた２つの三角形の面積が等しい。 

 Ｂ ②でできた三角形アと三角形イの面積が等しい。 

 Ｃ ②でできた三角形ウと三角形エの面積が等しい。 

 

 ひろしさんは，たかしさんの分け方を使って，台形を①，②のように４つの三角形に

分けました。 

①                  ② 

 

 

 

 

 すると，面積が４等分にならないことがかりました。 

 

（３）台形の面積が４等分にならない理由は，上のＡからＣまでの中のどれがあてはま

らないからですか。あてはまらないものを１つ選んで，その番号を書きましょう。 

 

 

① 長方形に対角線をひき，２つの
直角三角形に分ける。 

  (答え)                

② １つの頂点から，たてと横の辺のそれぞれ
真ん中を通るように線を引き，４つの三角

形に分ける。 

ア 

イ ウ エ 

ア

イ ウ エ 



 

チャレンジ問題１１（面積を分ける問題）解答・解説  

 

（１） 

【解答】 

はるみさん『 Ｂ 』， げんたさん『 Ａ 』， あきこさん『 Ｃ 』  

 

【解説】 

はるみさんは４つの直角三角形に分け，げんたさんは４つの長方形，あきこさんは

直角三角形２つと長方形２つに分けて考えています。４つの直角三角形に分けている

図は『Ｂ』で，４つの長方形は『Ａ』,２つの直角三角形と２つの長方形に分けてい

る図は『Ｃ』です。 

 

 

（２） 

【解答】 

三角形アと三角形イは，『○』印の部分を底辺とすると，どちらも底辺が１㎝，高さ

が４㎝の三角形で，面積が等しい。 

 

 

（３） 

【解答】  Ａ  

 

【解説】 

①の台形を対角線で分けると，上の三角形（アとイを合わせた三角形）の面積は，

３×２÷２＝３㎝２ ，下の三角形（ウとエを合わせた三角形）の面積は，４×２÷２

＝４㎝２ となります。このことから台形を対角線で分けても，『Ａ』のように面積の

等しい三角形には分けられません。 

 



（平成２３年度全国学力・学習状況調査 Ｂ２ 関連問題）

（平成２５年度全国学力・学習状況調査 Ｂ５ 関連問題）

チャレンジ問題１３（割合の問題）

組 番 名前

まりさんの町には，平成２０年にスポーツクラブができました。まりさんは，自分が通

う南小学校６年生の人数と，そのうちスポーツクラブに加入している人数を調べました。

次の問いに答えましょう。

（１）まりさんは，南小学校６年生の人数とスポーツクラブに加入している人数をグラフ

にまとめました。

まりさんはグラフを見て，次のことに気がつきました。

「６年生の人数は減ったのに，スポーツクラブに加入している人数が増えた年度がある。」

まりさんが言ったのは，何年度から何年度のところでしょうか。

年度から 年度のところ



６年生の人数

（２）スポーツクラブには，他の学校でも加入している人がいます。まりさんは，市内

にある４つの小学校の６年生の人数と，スポーツクラブに入っている人数を調べ，

帯グラフに割合をまとめました。

スポーツクラブに入っている割合 スポーツクラブに入っていない割合

南小学校（９０人）

北小学校（１２０人）

西小学校（８０人）

東小学校（９０人）

上の表を使って，まりさんは最初に南小学校と北小学校を比べ，次のように考えました。

＜まりさんの考え１＞

小数で表すと，５０％ は ０.５ ４０％ は ０.４ になるので，人数は，

南小学校 ９０ × ０.５ ＝ ４５ ４５人

（全体） （割合） （割合の人数）

北小学校 １２０ × ０.４ ＝ ４８ ４８人

よって，北小学校の方が，南小学校よりスポーツクラブに加入している人が多い。

＜まりさんの考え２＞

６年生の人数 南小学校 ９０人の１０％ は ９人

北小学校 １２０人の１０％ は １２人なので，

人数は， 南小学校 １０％ で ９人 北小学校 １０％ で １２人

↓５倍 ↓４倍

５０％ で ４５人 ４０％ で ４８人

よって，北小学校の方が，南小学校よりスポーツクラブに加入している人が多い。

では，西小学校と東小学校では，どちらの方がスポーツクラブに加入している人数が多

いでしょうか。下の１から３から選び答えましょう。また，その番号を選んだわけを，上

の考えをもとにして，言葉や式で説明しましょう。

１．西小学校の方が多い 【解答】

２．東小学校の方が多い

３．どちらも変わらない

５０％

４０％

５０％

６０％

２５％

２０％

７５％

８０％



６年生の人数

チャレンジ問題１３（割合の問題）解答・解説

（１）【解答・解説】

まりさんが気がついたことは，次の２点になります。

① ６年生の人数が減っている。

② スポーツクラブに加入している人数が増えている。

左グラフを見ると，人数が減っているのは，「２２年度から２３年度」と「２４

年度から２５年度」のところです。

そのうち，スポーツクラブに加入している人数が増えているのは，右のグラフ

から「２２年度から２３年度」となります。

よって， ２２年度から ２３年度のところ

（２）【解答】 １

西小学校８０人の２５％は，８０×０.２５＝２０で，２０人
東小学校９０人の２０％は， ９０×０.２＝１８で，１８人 となる。

よって，西小学校の方が人数が多い。

【解説】

スポーツクラブに入っている割合 スポーツクラブに入っていない割合

西小学校（８０人）

東小学校（９０人）

＜まりさんの考え１＞

小数で表すと，２０％ は ０.２ になるので，人数は，

西小学校 ８０ × ０.２５ ＝ ２０ ２０人

（全体） （割合） （割合の人数）

東小学校 ９０ × ０.２ ＝ １８ １８人

よって，西小学校の方が，東小学校よりスポーツクラブに加入している人が多い。

＜まりさんの考え２＞

西小学校は８０人だから，人数は 東小学校は９０人だから，人数は

１０％ で ８人 １０％ で ９人

↓２.５倍 ↓２倍

２５％ で ２０人 ２０％ で １８人

よって，西小学校の方が，東小学校よりスポーツクラブに加入している人が多い。

２５％

２０％

７５％

８０％



（平成１９年度全国学力・学習状況調査 Ｂ２ 関連問題） 

 

チャレンジ問題１４（計算の工夫）   組  番 氏名        

 例題を参考にして，工夫して計算しましょう。 

《例題１》 ３８＋５４＋４２＋１６ 

＝（３８＋４２）＋（５４＋１６）＝８０＋７０＝１５０ 
 

※ たし算の順序を入れかえて計算します。 
 
（１） ４５＋７１＋２５＋２９ 

 

 

（２） ３３＋２６＋５７＋１４ 

 

 

《例題２》 ２５×１６ 

＝（２５×４）×４＝１００×４＝４００ 
 

※「２５×４＝１００」を利用して計算します。 
 
（３） ２５×２４ 

 

 

（４） ３２×２５ 

 

 

《例題３》 ４.３－１.８＋３.７－２.２ 

＝（４．３＋３.７）－（１.８＋２.２）＝８－４＝４ 
 
 ※ 「Ａ－Ｂ＋Ｃ－Ｄ＝（Ａ＋Ｃ）－（Ｂ＋Ｄ）」を利用して計算します。 

 
（５） ５.１－３.６＋４.９－１.４ 

 

 

（６） ３.７５－１.８５＋５.２５－４.１５ 

 

 

《例題４》 ６.７×３５＋６.７×６５ 

＝６.７×（３５＋６５）＝６.７×１００＝６７０ 
 
 ※ 「Ａ×Ｂ＋Ａ×Ｃ＝Ａ×（Ｂ＋Ｃ）」を利用して計算します。 

 
（７） ２.５×７８＋２.５×２２ 

 

 

（８） ５５.６×３.１４＋６２.３×３.１４－１７.９×３.１４  



チャレンジ問題１４（計算の工夫）解答・解説  

 

たし算の順序を入れかえて計算します。 

 

（１） ４５＋７１＋２５＋２９ 

    ＝（４５＋２５）＋（７１＋２９）＝７０＋１００＝１７０ 

 

（２） ３３＋２６＋５７＋１４ 

    ＝（３３＋５７）＋（２６＋１４）＝９０＋４０＝１３０ 

 

 

 「２５×４＝１００」を利用して計算します。 

 

（３） ２５×２４ 

    ＝（２５×４）×６＝１００×６＝６００ 

 

（４） ３２×２５ 

    ＝８×（４×２５）＝８×１００＝８００ 

 

 

「Ａ－Ｂ＋Ｃ－Ｄ＝（Ａ＋Ｃ）－（Ｂ＋Ｄ）」を利用して計算します。 

 

（５） ５.１－３.６＋４.９－１.４ 

    ＝（５.１＋４.９）－（３.６＋１.４）＝１０－５＝５ 

 

（６） ３.７５－１.８５＋５.２５－４.１５ 

    ＝（３.７５＋５.２５）－（１.８５＋４.１５）＝９－６＝３ 

 

 

「Ａ×Ｂ＋Ａ×Ｃ＝Ａ×（Ｂ＋Ｃ）」を利用して計算します。 

 

（７） ２.５×７８＋２.５×２２ 

    ＝２.５×（７８＋２２）＝２.５×１００＝２５０ 

 

（８） ５５.６×３.１４＋６２.３×３.１４－１７.９×３.１４ 

    ＝（５５.６＋６２.３－１７.９）×３.１４＝１００×３.１４＝３１４ 

 

【解説】３.１４＝Ａ，５５.６＝Ｂ，６２.３＝Ｃ，１７.９＝Ｄとすると， 

     Ｂ×Ａ＋Ｃ×Ａ－Ｄ×Ａ＝（Ｂ＋Ｃ－Ｄ）×Ａとなります。 



（説明） 

（平成２６年度全国学力・学習状況調査 Ｂ２ 関連問題） 

 

チャレンジ問題１５（電気料金と割合の問題）   組  番 氏名         

 

 えいじさんは，学校の電気使用量について事務室から資料をもらい，調べてみました。 

 

                          学校の電気使用量 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

使用量（kWh） ９５００ １００００ １２５００ １６０００ ５０００ １４０００ 

 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

使用量（kWh） １３０００ １２５００ １１０００ １００００ １２０００ １１０００ 

                             ※ 電気使用量は，「kWh（キロワット時）」であらわします。 

 

（１）えいじさんは，７月の１６０００kWh がどれくらいの量なのかを，えいじさんの家の

電気使用量をもとに考えてみることにしました。 
えいじさんの家の７月の電気使用量は，３２０kWh でした。７月の学校の電気使用

量は，えいじさんの家の電気使用量の何倍になりますか。求める式と答えを書きま

しょう。 

 

       （式）               

                                                  答え           
  

（２）７月の学校の電気使用量が，えいじさんの家の何倍かわかって，えいじさんは

疑問を持ちました。えいじさんの学校は，子どもと職員を合わせると６００人，え

いじさんの家族は３人です。 
えいじさんの疑問を，割合の考え方で，数字や式を使って説明しましょう。 

 
 
 

 
 
 

 
 

  



チャレンジ問題１５（電気料金と割合の問題）解答・解説  

 

（１）（式）１６０００÷３２０＝ ５０ 

 

答え   ５０ 倍    

 

 

 

 

（２）（説明） 

【解答例】 

① ６００÷３＝ ２００ 

  １６０００÷３２０＝ ５０ 

学校の人数はえいじさんの家族の２００倍なのに，電気使用量は５０倍なので，学校

の電気使用量が少ないと思った。 

 

 

② ３÷６００＝       ３２０÷１６０００ ＝  

  

えいじさんの家族の人数は，学校の    なのに，電気使用量は    だから，

えいじさんの家の電気使用量が多いと思った。 

 

③ １人当たりの電気の使用量を，小数第一位を四捨五入して求めます。 

 

 １６０００÷６００ ＝ ２６．６  ３２０÷３ ＝ １０６．６ 

 

１人当たりの使用量を比べると，学校では２７kWh に対して，えいじさんの家では

１０７kWh もあり，えいじさんの家の電気使用量が多いと思った。 

 

 

 

 

２００ 

１ 

５０ 

１ 

２００ 

１ 

５０ 

１ 

７ ７

割合の表し方は，～倍，分数，１当たりの数

などがありました。どれを使っても，説明する

ことができます。 

えいじさんの家の電気使用量がもとにする量， 

７月の使用量が比べられる量になります。 

 比べられる量 ÷ もとにする量 ＝ 割合  

 



（平成２６年度全国学力・学習状況調査 Ｂ３ 関連問題） 

 

チャレンジ問題１６（割合の問題 稲かり）   組  番 氏名       

 

つばささんの学校では，農業体験で，稲かりを行います。４人で稲かりを行うと，

１５分間で，１２等分した田んぼの２区画が終わりました。次の問いに答えましょう。 

 
（１）４人で，残りの稲をかるには，あ

とどれだけの時間がかかるでしょう。 
 

 
 

答え        分  
 

 

（２）ちょうど１時間で，田んぼの稲かりを終わらせるには，何人必要でしょう。また，

その説明も書きましょう。 

 

答え        人  

 

（説明） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）同じ広さの田んぼの稲かりを，最初の２０分間を２人で行いました。あと４０分

で田んぼの稲かりを終わらせるためには，何人で稲かりをすればよいですか。また，

その説明も書きましょう。 

 

答え        人  

 

（説明） 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

稲かりが，終

わった区画 



チャレンジ問題１６（割合の問題 稲かり）解答・解説  

 

（１）答え   ７５ 分    
 

【解説】１５分で２区画の稲かりができたので，

残りは１０区画あります。 

    １０区画の稲かりには，２区画の５倍の

時間がかかるので， 

１５分×５＝７５分   となります。 

 

（２）答え  ６ 人    
 

（説明）【解答例】 

４人が１５分間で，２区画の稲かりができるということは，１人が１時間で，

２区画の稲かりができるということである。 

１２区画の稲刈りには，１２÷２＝６で，６人が必要となる。 

 

 

（３）答え  ８ 人    
 

（説明）【解答例】 

１人が１時間で２区画の稲かりができるので， 

２人で２０分間稲かりをすると， 

      残りは，１２－ 
４

３
 ＝  

３２

３
（区画） 

□人で４０分間稲かりをして，
３２

３
 区画になればよいので， 

 □×
２

３
×２＝ 

３２

３
 となればよい。よって，□＝８となる。 

 

 

【解説】このような問題は，「仕事算」といわれています。 

例:「ある仕事をするときに，Ａさんが行うと４０分，Ｂさんが行うと６０分かか

ります。２人で行うと何分かかりますか。」というような問題です。 

※考え方のポイント 

・全体の仕事の量を１として考えます。 

     Ａさんが１分間に行う仕事は
１

４０
 ，Ｂさんが１分間に行う仕事は

１

６０
 

     ２人で１分間に行う仕事は 
１

４０
＋

１

６０
＝

５

１２０
＝

１

２４
 になる。 

     よって，２人が仕事量１を行うには，１÷
１

２４
＝２４     ２４分かかる。 

 

15 分 15 分 15 分 15 分 

15 分  15 分 

 
 



（平成２６年度全国学力・学習状況調査 Ｂ４ 関連問題）

（平成２９年度全国学力・学習状況調査 Ａ３ 関連問題）

チャレンジ問題１７（倍数・公倍数の問題） 組 番 氏名

遊園地の入口を発車して，園内をまわるバスとモノレールがあります。午前９時から

午後５時までの間に，バスは１５分おき，モノレールは２５分おきに発車するとき，次

の問いに答えましょう。

バスの発車時刻表

本目 １ ２ ３ ４ ５ ６

時刻 ９：００ ９：１５

モノレールの発車時刻表

本目 １ ２ ３ ４ ５ ６

時刻 ９：００ ９：２５

（１）６本目までの，バスとモノレールの発車時刻表を完成させましょう。

また，午前９時から午後５時までの間に，バスは遊園地の入口を何回発車しますか。

答え 回

（２）午前９時から午後５時までの間に，バスとモノレールは，遊園地の入口を，同時に

何回発車しますか。「１５」と「２５」の数を使って，理由も書きましょう。

答え 回

（理由）



チャレンジ問題１７（倍数・公倍数の問題）解答･解説

遊園地の入口を発車して園内をまわる，バスとモノレールがあります。午前９時から

午後５時までの間に，バスは１５分おき，モノレールは２５分おきに発車するとき，次

の問いに答えましょう。

バスの発車時刻表

本目 １ ２ ３ ４ ５ ６

時刻 ９：００ ９：１５ ９：３０ ９：４５ １０：００ １０：１５

モノレールの発車時刻表

本目 １ ２ ３ ４ ５ ６

時刻 ９：００ ９：２５ ９：５０ １０：１５ １０：４０ １１：０５

（１）６本目までの，バスとモノレールの発車時刻表を完成させましょう。

また，午前９時から午後５時までの間に，バスは遊園地の入口を何回発車しますか。

答え ３３回

【解説】午前９時から午後５時までの時間は，

８×６０＝４８０（分）

バスは１５分おきなので，４８０÷１５＝３２（回）

午前９時に発車する１回をたして ３２＋１＝３３（回）

（２）午前９時から午後５時までの間に，バスとモノレールは，同時に何回発車しますか。

「１５」と「２５」の数を使って，理由も書きましょう。

答え ７回

（理由）

午前９時から午後５時までの時間は，４８０分

バスは１５分おき，モノレールは２５分おきなので，同時に発車するの

は，１５と２５の最小公倍数の７５分おきになる。

だから， ４８０÷７５＝６ あまり ３０（分）

最初の９時に同時に発車する１回をたして

６＋１＝７（回）



（平成２６年度全国学力・学習状況調査 Ｂ５ 関連問題） 

 

チャレンジ問題１８（たたみのしき方）   組  番 氏名       

 

１ さきさんは，日本の伝統文化について調べました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

次のような部屋に，上の３つの約束をもとにたたみをしくとき，どのように置けば

よいか，かきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ さきさんの地域では，たたみの長い辺の長さは５ 尺
しゃく

８寸
すん

，短い辺の長さは２尺９寸

で作られています。 

 

 

 

 

 

 

１尺は約３０.３㎝とし，１０寸で１尺を表すことをもとにして，たたみの長い辺の

長さが何㎝か求めましょう。 

 

 （式） 

                            答え       ㎝ 

出入り口 

 さきさんの地域のたたみの形は長方形で，たたみの長い辺は，短い辺の２倍の長

さです。たたみのしき方には下の３つの約束があります。 

  約束１ 床
とこ

の間
ま

に，たたみの長い辺を合わせる。 
  約束２ 出入り口に，たたみの長い辺を合わせる。 
  約束３ たたみの４つの角が，１か所に集まらないようにする。 

５尺８寸 

２尺９寸 

床の間 



チャレンジ問題１８（たたみのしき方）解答･解説  

１ さきさんは，日本の伝統文化について調べました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

次のような部屋に，上の３つの約束をもとにたたみをしくとき，どのように置けば

よいか，かきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ さきさんの地域では，たたみの長い辺の長さは５ 尺
しゃく

８寸
すん

，短い辺の長さは２尺９寸

で作られています。 

  １尺は約３０.３㎝とし，１０寸で１尺を表すことをもとにして，たたみの長い辺の

長さが何㎝か求めましょう。 

 

 （式）３０.３×５.８＝１７５.７４ 

                           答え  １７５.７４ ㎝ 

 

 さきさんの地域のたたみの形は長方形で，たたみの長い辺は，短い辺の２倍の長

さです。たたみのしき方には下の３つの約束があります。 

  約束１ 床
とこ

の間
ま

にたたみの長い辺を合わせる。 
  約束２ 出入り口にたたみの長い辺を合わせる。 
  約束３ たたみの４つの角が１か所に集まらないようにする。 

まず，約束１，約束２を

もとに，２つのたたみを置

きます。 

約束３に合うような置き方

をいくつか調べることで，この

ように置くことができます。 

出入り口 出入り口 

床の間 床の間 



（平成２６年度全国学力・学習状況調査 Ｂ５ 関連問題） 

 

チャレンジ問題１９（長さの単位 ひろ）   組  番氏名       

 
さくらさんは，からだが，長さの「ものさし」になってい

るものについて，調べました。次の問いに答えましょう。 
 
 
 

 
 

 
 
１ 下の１から４まで中から，１ひろ半（    ）を表しているものを１つ選んで，

その番号をかきましょう。 
 
 ①       ② 
 
 
 
 
 
 
 

③       ④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             答え 

 
２ さくらさんの身長は１４４㎝です。これはお父さんの身長の０.８倍です。 

お父さんの１ひろ半は，何㎝になるでしょう。 
 
 

                             答え      ㎝ 

 

  「１ひろ」は，両手を広げた時の長さです。自分の身長とほと

んど同じ長さになります。「１ひろ半」は「１ひろ」を１.５倍に

した長さです。 

 さくらさんは，お父さんとアジ釣りに行きました。お父さんが

「底から１ひろ半のところにアジがいる。」と教えてくれました。 

１ひろ 

1.5m 

0.5m 



チャレンジ問題１９（長さの単位 ひろ）解答・解説  

さくらさんは，からだが，長さの「ものさし」になっているものについて調べまし

た。次の問いに答えましょう 
 
 
 

 
 

 
１ 下の１から４まで中から，１ひろ半を表しているものを１つ選んで，その番号をか

きましょう。 
 
 ①       ② 
 
 
 
 
 
 
 

③       ④ 
 
 
 
 
 
 
 

答え   ②    
【解説】    
  １.５倍というのは，１倍と２倍のちょうど真ん中になります。つまり，１倍とその

半分をたしたものになります。半分とは０.５倍のことです。 
   
 
２ さくらさんの身長は１４４㎝です。これはお父さんの身長の０.８倍です。 

お父さんの１ひろ半は，何㎝になるでしょう。 
答え  ２７０ ㎝  

【解説】１４４÷０.８＝１８０（お父さんの身長） 
くらべる量 ÷ 割合 ＝ もとにする量 
１ひろは身長と同じ長さ。１ひろ半は身長の１.５倍なので， 
１８０×１.５＝２７０ 

  「１ひろ」は両手を広げた時の長さです。自分の身長とほとんど同じ長さになります。

「１ひろ半」は「１ひろ」を１.５倍にした長さです。 

 さくらさんは，お父さんとアジ釣りに行きました。お父さんが「底から１ひろ半のと

ころにアジがいる。」と教えてくれました。 

1.5m 

0.5m １ひろ 半 


